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４．議事（冒頭挨拶を除き非公開） 

（１）量子技術イノベーション戦略の最終報告案について 

（２）意見交換 

 

５．公開資料 

資料１-１ 量子技術イノベーション戦略（最終報告案） 

資料１-２ 技術ロードマップ 

資料１-３ 参考資料 

 

６．議事要旨 

（１）量子技術イノベーション戦略の最終報告案について 

事務局より、資料１-１、１-２、１-３に基づき、「量子技術イノベーション戦略（最終報告案）」につい

てご説明した。 

 

（２）意見交換 

ご説明した資料を踏まえて、意見交換を行った。 

 

「ロードマップ」について－量子コンピュータ 

○寒川構成員 Googleによる Natureの論文はインパクトがありました。しかし、「量子超越」の次

には「量子加速」、「量子誤り訂正」のマイルストーンがあり、その先にゴールがあるので、日本が負

けたわけではありません。限られたリソースの中で追いつくには、ロードマップを参考にしながら、

方向性の議論が必要と思われます。 

 

○五神座長 ここ数か月で、量子技術の実装を実際に想定する方向へ、世界が一気に動き出していま

す。そのためには、量子ビットと量子アルゴリズムだけでなく、量子技術の基礎から出口まで一気通

貫の研究開発体制が必要となりますが、日本では中間領域の人材が不足しています。また、量子誤り

訂正の研究は競争フェーズにあると思われます。これらを取り組む人材の確保が重要と思われます。

企業に在籍している量子技術関連の研究者や技術者を総動員すべきです。 

 

「ロードマップ」について－量子計測・センシング 

○荒川構成員 この領域は、実用化に近いことが期待されていますので、社会的出口や数値を重視し

て、確度の高い値を設定することに努めました。ただし、例えば固体量子センサにおける磁場感度の

ように、用途に応じた体積に依存するような性能ついては桁での表記に留めました。また、量子生命

科学の内容がやや漠然としている感が否めない理由は、生命と量子が連携して社会実装を実現するた

めの様々な技術開発を着手しようとしている段階にあるためです。スピードが重要ですので、２年に

１回くらいは数値等を見直しながら検討するのがよろしいのではないか、と考えております。 

  



「ロードマップ」について－量子暗号・通信 

○佐々木構成員 12 ページ、量子暗号・通信リンク技術については、来年、世界最高性能を誇る日本

の量子暗号装置が市場に投入されて、５年後には、市販量子暗号装置の普及が始まると予想していま

す。量子暗号装置を支えている企業は日本では東芝と NECであり、特許の世界ランキングでは、100件

以上で１位、98件で２位を独占しています。NECの特許の中には、国際標準 ITU-Tの勧告 Y3800で必

須のものが含まれています。第三者のお墨付きを得た、競争力のある装置を拠り所に、世界の投資を

集める重要な時期を迎えようとしています。スピード感を持って世界市場に参入することを念頭にお

いて、ユースケース検討や市場創生などに取り組む拠点整備しながら、数十ノード程度のネットワー

クを日本国内に作る構想や、20 年後の性能予想に基づいて、詳細に記載しました。 

13ページ、量子中継技術はネットワーク通信の中継局舎に盗聴者がいたとしても、暗号鍵を安全に

配送することを可能とし、ネットワーク通信にパラダイムシフトをもたらすものです。大体 10 年後、

2030 年頃にマイルストーンの一つが考えられます。この頃に、1,000 量子ビットの制御技術や通信用

光子と量子メモリ間の量子もつれ生成技術が実現されると予想しているからです。 

 14ページ、ネットワーク化技術については、各々の量子技術の成果を集大成していく非常に重要な

ロードマップです。2035年頃に、量子コンピューティングと量子計測・センシング、量子通信・暗号

などの機能を統合した量子技術サービスプラットフォームが構築されるとの予想に基づいて、マイル

ストーンを定めました。 

 21ページ、融合領域の量子セキュリティ技術については、量子暗号・通信技術だけでは普及が難し

かろうとの認識の下、周辺技術との融合を図りながら、如何にサービスを提供するかという観点で作

成しました。諸外国のプラットフォーマーの動向を注視する必要がありますが、ネットワーク上で分

散処理を行うための多地点の量子セキュアネットワークや、マルチパーティで実行する秘匿計算との

融合を念頭に置いています。 

 

○寒川構成員 NTTは 2030年までに、オール光のネットワークを実現する計画を発表しました。量

子通信にも使えるようなインフラを想定しています。 

 

○五神座長 NTT の計画は重要で、量子通信とのコラボレーションを期待しています。 

 

「ロードマップ」について－全般 

○十倉構成員 20年前に、NECのグループが量子コンピュータの基礎となる実証実験に成功、10年

前に理研に研究センタを創設、その後 D-Wave や IBMの研究成果発表や事業化を経て Googleの論文に

至るまで、インキュベーションの期間がありました。この延長のままで、20年後に最終形に到達す

ることは大変難しいと予想されます。一方で、プレーヤーとして、今やることは大事です。 

ここで留意していただきたいことは、量子コンピュータや量子センサの周辺には、外から見たら分

かりにくい難しいけれども、非常に面白い話が頻繁に出てきています。例えば、量子コンピュータで

は、マヨナラ粒子の重要性が予言されていて、世界中の基礎研究者が取り組んでいます。このような

基礎基盤の研究に、国としてしっかりとサポートすることが非常に大事だと思います。この報告書の

本文では、この点に配慮されていることは、重要な視点だと思います。 



 

○五神座長 十倉構成員にご指摘いただいたように、このロードマップだけが独り歩きすると、特定

のテーマのところに、限られた資源、特に人が集中してしまうことになりかねず、戦略上の間違いを

きたす懸念があります。本文には色々な、例えば基礎基盤技術のことがきちんと書かれているので、

裾野の部分の重要性を上手くアピールしながら、戦略をより広げていくことが重要と思います。 

 それから、10 年後の 2029年は SDGs の最終年である 2030年の前の年であり、ここでゲームに負け

たら、ロードマップ最終年の 2039年までのその後の 10年間は、日本は何もできないという、虚しい

プランになってしまいます。まずは 10年後までに、量子技術以外にも、ＡＩ等の関連技術を含め、

日本が戦略的に勝ち抜くために、人やお金を取り込むにはどうすればよいか、今からでもすぐできる

ことがあるはずです。それをどうするかという議論は極めて重要です。ロードマップの作成とは別の

タスクですが、このロードマップをベースにして、広く意味のある議論に活かしていただきたいと思

います。 

 

「基礎基盤的な研究」について 

○寒川構成員 希釈冷凍機だけではなく、冷凍機自体も対象の一つに思われます。 

 

○十倉構成員 量子技術の分野全体では、低温技術は非常に重要です。特にヘリウムが必要です。是

非国のレベルで、これが戦略物質として非常に重要だということの認識を持っていただいて、善処し

ていただけるように、協力していただけるようにお願いしたいと思います。 

 

○五神座長 低温技術の重要性やヘリウムが戦略物質であるというのは重要なご指摘だと思います。 

 

「量子技術イノベーション拠点（国際ハブ）（仮称）」について 

○荒川構成員 若い人が集まる仕組みが必要と思われます。欧米とは異なり、日本に人を集めること

が難しくなっていることを危惧しています。 

 

○寒川構成員 荒川構成員が量子ナノ構造の研究を推進していた当時、30年前は、企業がその重要

性を認めて必死に研究していたので、学生に安心感がありました。しかし、今は、就職先がありませ

ん。雇用を生み出すために、企業の投資を促すような政策的な仕組みが必要と思われます。 

 

○十倉構成員 現在のキープレーヤーは、50歳台に限定されています。リーダーを育成するには、

時間を要しますので、10年程度、研究に集中できる環境が大事だと思います。若者の資質や教育環

境は非常に良くなりましたから、魅力あるテーマがあれば、優秀な若者は必ず集まると思います。 

それから、経済的な問題が一因と思われますが、企業との国家プロジェクトができにくくなってい

ます。10年後もゲーム・プレーヤーであり続けるために、大学や国立研究開発法人の工夫も必要と

思われます。これらの観点での制度設計が必要と思われます。 

 



○佐々木構成員 若手研究者と支援スタッフに係る人件費の増額をお願いしたいです。若手研究者に

ついては国外の水準、支援スタッフについてはマネジメント、知財、法務、広報の専門家の採用が望

まれています。 

 

○五神座長 国際拠点を作る目的の一つは、世界最先端の情報を自由に取得できる環境を整えること

です。そのためには、世界のトップ研究者が来たいと思うような研究者が在籍していることが必要で

す。また、尊敬する研究者が在籍していれば、優秀な若手研究者が集まり、育つと思います。 

 そのためには、民間投資を誘発して、若手研究者を支援するスキーム作りを国として行うことが重

要です。 

 

「人材戦略」について 

○事務局 量子ネイティブ育成の規模感については、この分野が未だ成熟していないと思いますの

で、これから実際に研究者、技術者の育成、量子ネイティブの育成という取組を進めていく中で、ど

れくらいが必要なのかを議論させていただきたいと思います。これは正にフォローアップ、ローリン

グの一環だと思っています。 

 

以上 


